
だ
い
も
ん
じ
ご
ざ
ん
の
お
く
り
び

大
文
字
五
山
の
送
り
火

30
知
る

■
ど
ん
な
行
事

毎
年
八
月
十
六
日
の
午
後
八
時
よ
り
約
一
時
間
、
京
都
市
内
を
囲

む
山
の
中
腹
に
巨
大
な
「
大
」(

大
文
字
山
・
左
大
文
字
山
の
二
つ
）

「

」

、

。

妙

法

の
文
字

船

鳥
居
の
形
が
相
前
後
し
て
点
火
さ
れ
ま
す

・

・

、

。

こ
れ
ら
は

総
称
し
て
大
文
字
五
山
の
送
り
火
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す

京
都
で
は
八
月
に
入
る
と
個
々
の
家
で
精

霊

(

先
祖)

迎
え
の
行
事

し
ょ
う
り
ょ
う

が
行
わ
れ
ま
す
。
十
六
日
に
行
わ
れ
る
五
山
の
送
り
火
は
、
こ
の
精
霊

を
再
び
冥
土
に
送
り
帰
す
と
い
う
意
味
を
も
っ
て
い
ま
す
。

一
般
に
盆
行
事
は
古
来
七
月
に
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
明
治
六
年

(

一
八
七
三)

の
太
陽
暦
採
用
に
と
も
な
い
、
地
方
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る

月
は
ま
ち
ま
ち
と
な
り
ま
し
た
。
京
都
で
は
「
勝
手
に
変
え
た
ら
ご
先

祖
さ
ん
が
困
ら
は
る
」
か
ら
と
旧
暦
七
月
に
ほ
ぼ
相
当
す
る
一
カ
月
後

の
八
月
に
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
送
り
火
の
消
炭
は
疫
病
除
け
・
魔
除
け
に
な
る
と
伝
え
ら

け
し
ず
み

れ
て
お
り
、
盆
や
コ
ッ
プ
に
注
い
だ
水
に
送
り
火
の
灯
り
を
映
し
て

飲
め
ば
、
中
風
に
か
か
ら
な
い
と
い
う
言
い
伝
え
も
あ
り
ま
す
。

現
在
、
点
火
の
儀
式
や
薪
の
管
理
な
ど
は
、
各
山
麓
の
町
の
人
々

が
保
存
会
を
結
成
し
て
維
持
し
て
お
り
、
こ
の
五
山
の
送
り
火
は
、

そ
れ
ぞ
れ
が
京
都
市
無
形
民
俗
文
化
財
に
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

な
お
、
こ
の
京
都
の
行
事
に
な
ら
っ
て
、
神
奈
川
県
箱
根
町
強
羅

ご
う

ら

で
は
「
大
文
字
焼
祭
り
」
が
八
月
十
六
日
に
行
わ
れ
て
お
り
、
高
知
県

中
村
市
間
崎
で
も
「
大
文
字
送
り
火
」
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

送
り
火
の
は
じ
ま
り

■五
山
の
送
り
火
の
は
じ
ま
り
に
つ
い
て
は
、
あ
ま
り
明
ら
か
に
な

っ
て
ま
せ
ん
が

一
説
に
は

戦
国
時
代
に
盛
ん
に
行
わ
れ
た
万
灯
会

、

、

ま
ん
と
う

え

が
、
次
第
に
山
腹
に
点
火
さ
れ
、
盂
蘭
盆
会
の
大
規
模
な
精
霊
送
り

う

ら

ぼ
ん

え

の
火
と
な
っ
た
の
が
起
源
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
文
献
に
お
い
て
、

も
っ
と
も
古
い
も
の
は
、
舟
橋
秀
賢
の
日
記
『
慶
長
日
件
録
』
慶
長

ふ
な
は
し
ひ
で
か
た

八(

一
六
〇
三)

年
七
月
十
六
日
の
条
に
見
ら
れ
る
「
晩
に
及
び
冷
泉

亭
に
行
く
、
山
々
灯
を
焼
く
、
見
物
に
東
河
原
に
出
で
お
わ
ん
ぬ
」

と
い
う
記
載
で
す

具
体
的
な
名
称
が
あ
ら
わ
れ
る
の
は

寛
文
二(

一

。

、

六
六
二)

年
に
刊
行
さ
れ
た
中
川
喜
雲
の
『
案
内
者
』
で
、
こ
こ
に
は

き

う
ん

あ
ん
な
い
し
ゃ

「
妙
・
法

「
船
形

「
大
文
字
」

」

」

の
記
載
が
見
ら
れ
、
寛
文
五(

一

六
六
五)

年
に
刊
行
さ
れ
た
『
日

次
紀
事
』
に
は

「
鳥
居
形
」
や

、

「
左
大
文
字
」
が
点
火
さ
れ
た
記

事
が
載
っ
て
い
ま
す
。

ち
な
み
に
五
山
以
外
で
は
、
江

、「

」

）
、「

」

戸
後
期

い

(

市
原
野

一

）
、「

」（

）
、

(

鳴
滝

竹
の
先
に
鈴

西
山

「
蛇

（
北
嵯
峨

「
長
刀

（
観

」

）
、

」

空
寺
村
）
も
点
火
さ
れ
て
い
ま
し

、

。

た
が

今
で
は
廃
絶
し
て
い
ま
す
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大文字の送り火（ 東山名勝図会』巻四)『



(c)2005 京都市(制作 京都市歴史資料館) ver.1.05

30 大文字五山の送り火

送
り
火
の
点
火
方
法

■

「
大
」
の
文
字
の
筆
者
に
は
空
海
、
あ
る
い
は

大
文
字
送
り
火

相
国
寺(

現
上
京
区)

の
僧
横
川
景
三(

一
四
二
九
～
九
三)

の
指
導
で

お
う
せ
ん
け
い
さ
ん

足
利
義
政
家
臣
の
芳
賀
掃
部
が
設
計
し
た
な
ど
の
各
説
が
あ
り

案
、『

は

が

か

も

ん

内
者
』
は
近
衛
信
尹(

一
五
六
五
～
一
六
一
四)

説
を
主
張
し
て
い
ま

の
ぶ
た
だ

す
。
江
戸
初
期
で
は
、
杭
を
打
っ
て
火
床
を
つ
く
り
、
そ
の
杭
に
松

ひ

ど
こ

明
を
結
び
つ
け
て
い
ま
し
た
が
、
寛
文
・
延
宝(

一
六
六
一
～
八
一)

の
頃
よ
り
現
行
の
積
木
法
に
か
わ
り

ま
し
た
。
現
在
で
は
、
山
の
斜
面
に

土
盛
り
を
し
、
大
谷
石
を
設
置
、
そ

お
お

や

い
し

の
上
に
薪
を
井
桁
に
組
ん
で
積
み
重

ね(
約
一
・
三
メ
ー
ト
ル)

、
そ
の
間

に
松
葉
を
入
れ
、
火
床
を
つ
く
っ
て

い
ま
す
。
火
床
は
七
十
五
基
、
大
の

字
の
一
画
目
の
長
さ
八
十
メ
ー
ト

ル
、
二
画
目
百
六
十
メ
ー
ト
ル
、
三

画
目
百
二
十
メ
ー
ト
ル

「
大
」
の

、

中
心
を
金
尾
と
称
し
て
、
特
別
大
き

か

な

わ

く
割
木
を
組
ん
で
点
火
し
ま
す
。

「
妙
・
法
」
の
字
は
、
涌
泉
寺(

松
ヶ
崎
堀

松
ヶ
崎
妙
法
送
り
火

、

、

町)

の
寺
伝
に
よ
る
と

徳
治
二(

一
三
〇
七)

年
松
ヶ
崎
の
村
民
が

日
蓮
の
法
孫
で
あ
る
日
像
に
帰
依
し
、
法
華
宗
に
改
宗
、
そ
の
時
、

日
像
が
西
山
に
「
妙
」
の
字
を
書
き
、
下
鴨
大
妙
寺
の
日
良
が
東
山

に
「
法
」
を
書
い
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
江
戸
時
代
の
中
頃

に
は
、
杭
の
上
に
松
明
を
結
ん
で
点
火
し
た
り
、
掘
っ
た
穴
に
石

を
置
い
て
火
床
が
つ
く
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
現
在
は
、
鉄
製
の
受。

皿
火
床
に
割
木
を
井
桁
状
に
し
て
積
み
上
げ
点
火
さ
れ
て
い
ま
す

「

」

、「

」

妙

の
火
床
は
百
三
基
で
縦
横
の
最
長
は
約
百
メ
ー
ト
ル

法

の
火
床
は
六
十
三
基
で
縦
横
の
最
長
は
約
七
十
メ
ー
ト
ル
で
す
。

「
船
形
」
の
舳
先
は
西
方
浄
土
を
指
し
て
い

船
形
万
灯
籠
送
り
火

る
と
言
わ
れ
、
精
霊
船
の
意
も
こ
め
ら
れ
て
い
る
と
伝
え
ら
え
れ
て

い
ま
す
。
か
つ
て
は
割
木
を
大
松
明
の
形
に
束
ね
て
燃
や
し
て
い
ま

し
た
が
、
現
在
、
火
床
は
山
の
斜
面
に
石
組
を
し
大
谷
石
を
設
置
、

そ
の
上
に
薪
を
井
桁
に
組
む
や
り
方
に
変
わ
っ
て
い
ま
す
。
火
床
は

七
十
九
基
、
横
約
二
百
メ
ー
ト
ル
、
帆
柱
の
高
さ
約
九
十
メ
ー
ト
ル

で
す
。

こ
の
山
は
、
岩
石
が
多
く
て
火
床
が
掘
り
難
い

左
大
文
字
送
り
火

と
こ
ろ
か
ら
、
以
前
は
篝
火
を
燃
や
し
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
は
山

の
斜
面
に
栗
石
を
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
か
た
め
た
火
床(

三
十
セ
ン
チ

～
三
メ
ー
ト
ル)

に
松
割
木
を
井
桁
に
約
一
メ
ー
ト
ル
重
ね
ま
す
。

、

、

、

火
床
五
十
三
基

一
画
四
十
八
メ
ー
ト
ル

二
画
六
十
八
メ
ー
ト
ル

三
画
五
十
九
メ
ー
ト
ル
で
す
。

以
前
は
、
親
火
よ
り
松
明
に
火
を
灯
し
て
、

鳥
居
形
松
明
送
り
火

各
火
床
で
あ
る
青
竹
に
突
き
刺
し
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
で
は
、
鉄

製
受
皿
が
各
火
床
に
設
置
さ
れ
、
そ
の
尖
っ
た
芯
に
松
明
を
突
き
刺

し
て
点
火
し
て
い
ま
す
。
火
床
百
八
基
、
鳥
居
の
笠
貫
が
約
七
十
メ

ー
ト
ル
、
左
右
の
脚
は
約
八
十
メ
ー
ト
ル
で
す
。

■
八
月
十
六
日
以
外
の
送
り
火
点
火

大
文
字
五
山
の
送
り
火
は
、
明
治
時
代
に
は
い
る
と
、
古
都
を
代
表

す
る
行
事
と
し
て
注
目
さ
れ
、
慶
祝
行
事
な
ど
の
一
環
で
点
火
さ
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
左
は
そ
の
一
例
で
す
。

・
明
治
二
十
三(

一
八
九
〇)

年

四
月
八
日

琵
琶
湖
疏
水
竣
工
祝
賀
夜
会
…
大
文
字
山
点
火

・
明
治
二
十
四(
一
八
九
一)

年

五
月
九
日

(上)空海を祀った弘
法大師堂と金尾

(左)金尾の全景
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ロ
シ
ア
皇
太
子
入
洛
…
全
山
点
火

・
明
治
二
十
八(

一
八
九
五)

年

五
月
十
五
日

日
清
戦
争
後
、
明
治
天
皇
の
京
都
訪
問

…
大
文
字
山
で
「
祝
平
和
」
の
文
字
点
火

・
明
治
三
十
一(

一
八
九
八)

年

十
月
二
十
七
日

皇
太
子
嘉
仁
親
王(

大
正
天
皇)

京
都
滞
在
…
大
文
字
点
火

・
明
治
三
十
八(
一
九
〇
五)

年

六
月
一
日

日
露
戦
争
祝
勝
…
旧
制
三
高
生
に
よ
る
大
文
字
点
火

・
昭
和
十(

一
九
三
五)
年

四
月
三
日

室
戸
台
風
襲
来(
昭
和
九
年
九
月
二
十
一
日)

…
倒
れ
た
樹
木
を
弔
う
た
め
大
文
字
点
火

・
平
成
十
二(

二
〇
〇
〇)

年

十
二
月
三
十
一
日

世
紀
京
都
幕
開
け
記
念
…
全
山
点
火

21
歩
く
／
見
る

大
文
字
山

左
京
区
浄
土
寺
七
廻
り
町

■標
高
四
百
六
十
六
メ
ー
ト
ル

「
大
文
字
送
り
火
」
は
銀
閣
寺
近
辺

。

の
旧
浄
土
寺
村
の
人
々
が
大
文
字
保
存
会
を
組
織
し
維
持
し
て
い
ま

す
。

保
存
会
で
は
、
八
月
十

五
日
よ
り
銀
閣
寺
山
門
の

前
で
、
一
般
市
民
か
ら
、

先
祖
の
供
養
や
現
存
す
る

人
々
の
利
益
を
願
う
護ご

摩
木
を
当
日
十
六
日
の
午

ま

ぎ

前
中
ま
で
受
け
付
け
、
集

め
ら
れ
た
護
摩
木
は
、
送

り
火
の
点
火
材
料
と
し
て
山
上
に
あ
る
火
床
へ
上
げ
ら
れ
ま
す
。

午
後
七
時
に
な
る
と
、
金
尾
の
部
分
に
あ
る
弘
法
大
師
堂
に
灯
明
が

か

な

わ

と
も
さ
れ
、
大
文
字
寺
と
呼
ば
れ
る
麓
の
浄
土
院
の
住
職
と
保
存
会
員

に
よ
っ
て
般
若
心
経

が
唱
え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
後
、
午
後
八
時
に
な

は
ん
に
ゃ
し
ん
ぎ
ょ
う

る
と
、
竹
に
麦
わ
ら
を
結
び
つ
け
、
松
葉
を
先
に
つ
け
た
松
明
で
灯
明

の
火
を
金
尾
に
あ
る
親
火
に
う
つ
し
、
合
図
に
よ
っ
て
一
斉
に
点
火
さ

れ
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
旧
浄
土
寺
村
で
は
、
江
戸
時
代
に
送
り
火
に
合
わ
せ
て

念
仏
踊
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
送
り
火
は
、
荒
神
橋
か
ら
御
薗

橋
ま
で
の
賀
茂
川(

鴨
川)

河
岸
で
よ
く
見
え
ま
す
。

妙
法
山

左
京
区
松
ヶ
崎
西
山
・
東
山

■西
山
は
標
高
百
三
十
三
メ
ー
ト
ル
、
東
山
は
標
高
百
八
十
七
メ
ー
ト

ル

「
松
ヶ
崎
妙
法
送
り
火
」
は
、
松
ヶ
崎
妙
法
保
存
会
に
よ
っ
て
維

。

持
さ
れ
て
お
り
、
地
元
で
法
華

宗(

日
蓮
宗)

の
信
仰
が
非
常
に

強
い
と
言
う
こ
と
と
密
接
な
関

係
が
あ
り
ま
す
。
前
日
の
十
五

日
に
薪
が
火
床
に
上
げ
ら
れ
、

当
日
の
十
六
日
午
後
八
時
十
分

に
点
火
さ
れ
ま
す
。
こ
の
点
火

の
際

「
妙
」
の
山
で
は
、
松

、

ヶ
崎
堀
町
に
あ
る
涌
泉
寺
の
住

ゆ
う
せ
ん

じ

職
や
松
ヶ
崎
立
正
会
会
長
ら
が

読
経
し
祖
霊
を
送
り
ま
す
。

ま
た
、
涌
泉
寺
で
は
、
送
り

火
が
消
え
た
午
後
九
時
ご
ろ
か

ら
、
境
内
で
題
目
踊
が
催
さ
れ

松ヶ崎題目踊（ 宝永花洛細見図』巻四)『

大文字山の火床
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ま
す
。
こ
の
題
目
踊
は
、
村
民
が
法
華
宗
に
改
宗
し
た
折
に
歓
喜
踊

躍
し
て
太
鼓
を
打
ち
、
法
華
の
題
目
を
唱
え
た
の
に
始
ま
る
と
い
わ
れ

て
お
り
、
現
在
で
は
、
輪
に
な
っ
た
男
女
が
音
頭
取
り
の
太
鼓
の
合

図
で
「
南
無
妙
法
蓮
華
経
」
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
団
扇
を
上
下
に

な

む
み
ょ
う
ほ
う
れ
ん
げ
き
ょ
う

回
転
さ
せ
、
体
を
屈
伸
し
な
が
ら
踊
る
も
の
で
、
送
り
火
前
日
の
夜

に
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
送
り
火
が
よ
く
見
え
る
場
所
は
、
北

山
通
の
地
下
鉄
松
ヶ
崎
駅
付
近
で
す
。

船
山

北
区
西
賀
茂

■標
高
は
三
百
十
七
メ
ー
ト
ル

「
船
形
万
灯
籠
送
り
火
」
は
、
麓
に

。

あ
る
西
方
寺(

浄
土
宗)

と
船
形
万
灯
籠
保
存
会
が
中
心
に
維
持
さ
れ
て

い
ま
す
。

こ
の

船
形

は

西
方
寺
開
山
の
慈
覚
大
師
円
仁
が

承
和
六(

八

「

」

、

、

三
九)

年
、
唐
か
ら
の
帰
路
、
暴
風
雨
に
遭
い
、
南
無
阿
弥
陀
仏
と
名

号
を
唱
え
た
と
こ
ろ
無
事
お
さ
ま
っ
た
と
い
う
故
事
に
ち
な
む
と
伝
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

「
大
文
字
送
り
火
」
同
様
に
、
八
月
五
日
か
ら
十
五
日
ま
で
、
西

方
寺
で
護
摩
木
の
受
け
付
け
を
行
っ
て
お
り
、
当
日
は
午
後
八
時
十

五
分
点
火
さ
れ
、
そ
の
後
、
境
内
で
は
六
斎
念
仏
が
行
わ
れ
ま
す
。

六
斎
念
仏
は
、
鉦
や
太
鼓
を
打
っ
て
囃
し
、
念
仏
を
唱
え
な
が
ら

か
ね

踊
る
民
俗
芸
能
で
す
。
西
方
寺
の
六
斎
念
仏
は
、
左
京
区
に
あ
る

干
菜
寺
の
六
斎
念
仏
の
系
統
で
、
本
来
の
踊
り
念
仏
の
型
を
比
較
的

ほ
し

な

で
ら

保
っ
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
六
斎
念
仏
は
、
お
盆
の
行
事
と

し
て
各
所
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
送
り
火
は
、
北
山
通
の
北
山

大
橋
か
ら
よ
く
見
え
ま
す
。

左
大
文
字
山

北
区
大
北
山

■標
高
は
二
百
三
十
一
メ
ー
ト
ル

「
左
大
文
字
送
り
火
」
は
、
左
大

。

文
字
保
存
会
に
よ
っ
て
行
事
が
維
持
さ
れ
て
お
り
、
送
り
火
当
日
と

そ
の
前
日
に
は
、
金
閣
寺
境
内
に
張
ら
れ
た
テ
ン
ト
で
、
護
摩
木
の

受
け
付
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。

当
日
の
午
前
中
に
、
北
区
衣
笠
街
道
町
に
あ
る
法
音
寺(

浄
土
宗)

の
本
堂
の
灯
明
の
火
に
よ
っ
て
、
当
寺
に
あ
る
親
火
台(

鉄
製
で
蓮
華

を
模
し
て
作
ら
れ
た
台)

へ
の
点
火
が
行
わ
れ
ま
す
。
一
方
、
若
い
会

、

、

員
を
中
心
に
薪
や
護
摩
木
は
山
上
に
上
げ
ら
れ

暗
く
な
る
頃
に
は

法
音
寺
住
職
の
読
経
が
あ
り
、
大
松
明
に
親
火
か
ら
火
が
移
さ
れ
ま

す
。
午
後
七
時
に
は
こ
の
大
松
明
を
中
心
に
行
列
を
作
り
火
床
を
目

指
し
ま
す
。
点
火
時
間
は
午
後
八
時
十
五
分
で
、
大
文
字
が
一
斉
点

、

。

火
な
の
に
対
し
て

左
は
筆
順
通
り
に
火
を
付
け
る
の
が
特
徴
で
す

、

。

こ
の
送
り
火
は

西
大
路
通
沿
い
の
金
閣
寺
付
近
で
よ
く
見
え
ま
す

■
曼
荼
羅
山

右
京
区
嵯
峨
鳥
居
本

標
高
は
約
百
メ
ー
ト
ル
。
こ
の
山
は
別
に
水
尾
山
と
呼
ば
れ

「
鳥

、

居
形
松
明
送
り
火
」
は
、
松
明
で
燃
や
し
て
い
る
た
め
、
保
存
会
の

名
も
鳥
居
形
松
明
保
存
会
と
称
し
て
い
ま
す
。

昔
は
特
に
宗
教
的
行
事
は
伴
わ
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
現
在
で
は

他
の
送
り
火
と
同
様
に
、
八
月
十
三
日
か
ら
十
六
日
ま
で
、
化
野
念

あ
だ
し
の

仏
寺
の
駐
車
場
に
て
護
摩
木
の
受
け
付
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
護
摩
木
は
、
化
野
念
仏
寺
に
お
い
て
供
養
さ
れ
た
後
、
山
上
へ
と

運
ば
れ
、
送
り
火
は
午
後
八
時
二
十
分
に
点
火
さ
れ
ま
す
。

こ
の
送
り
火
は
、
他
の
も
の
と
は
異
な
り
、
親
火
よ
り
火
を
移
し

た
松
明
を
持
っ
て
一
斉
に
走
り
、
各
火
床
に
突
き
立
て
ま
す
。
そ
の

た
め
鳥
居
の
柱
に
当
た
る
火
床
は
縦
の
走
り
と
よ
ば
れ
、
ベ
テ
ラ
ン

、

、

の
担
当
す
る
部
署
で
あ
り

笠
木
と
貫
の
部
分
は
横
の
走
り
と
い
い

若
い
人
が
担
当
し
ま
す
。
こ
の
送
り
火
が
よ
く
見
え
る
場
所
は
、
松

尾
橋
や
広
沢
池
な
ど
で
す
。


